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研究会の概要と目的
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 名称

「次世代エネルギー普及啓発研究会」

 構成団体

• 一般社団法人いわきバッテリーバレー推進機構

• 東洋システム株式会社

• 常磐共同ガス株式会社

• 株式会社いわき市民コミュニティ放送

 事務局

一般社団法人いわきバッテリーバレー推進機構

 目的

次世代エネルギー社会の到来を見据え、再生

可能エネルギーや水素エネルギー・蓄電など

の利活用について地域理解を促進し、次世代

のエネルギー社会を支える担い手の育成、事

業者や市民の認知度向上・意識の醸成を目指

す。

今年度は、特に人材の育成部分に注力



本年度の取り組み内容
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 本年度は、人材の育成部分に焦点をあて、「いわきバッテリーバレー

フェスタ2023」の講演会プログラムを研究会で担当した。

 差し迫る課題となる人口減少・少子高齢化を踏まえて、企業と学校の在

り方をテーマとし、「未来への種まき～少子化社会における企業と高等

教育の展望」をメインタイトルとし、講演と学生研究発表を実施した。



講演会＆学校研究発表
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 全体概要

 全体タイトル「未来への種まき～少子化社会におけ
る企業と高等教育の展望」

 少子化により減少傾向にある若年層に対し、地方の
行政や企業、学校、市民はどのような対策やアプ
ローチが必要なのか、学校の事例や企業の事例を学
び理解を深める。

 開催日時

 ２０２３年１２月２０日（水）１４時から１６時

 会場

 いわき産業創造館 企画展示ホール

 参加者

 １３０名

 オンライン動画再生回数169回

（1か月限定公開 12/31～翌年1/31）

 内容

 第一部 講演の部

「ファンづくりから始まる ―企業が担う地域貢献」

久松 博之 氏

一般社団法人茨城ワクドキクラブ 理事・実務責任者

トヨタモビリティパーツ株式会社 茨城支社 支社長

 第二部 福島高専・学校紹介＆研究発表の部

「知識の舞台裏 ― 若き研究者たちが探る未来の可能性」

• 福島高専の人財育成 芥川 一則 氏（副校長）

• 学生発表①いわき市内における硫化水素発生ため池の環境調
査 遠藤 潤さん

• 学生発表②いわきの「鳴き砂」の“いま”を調べ、もっと知っ
てもらおう 中島 洋太さん、古内 南那さん、吉田 知佳さん、
柳内 奏音さん

• 学生発表③IoTによる空気環境観測・制御システムの開発
阿部 港さん、齊藤 汐音さん

• 学生発表④家事分担アプリ「かじたん」～「お手伝い」では
終わらない！ 大山 凛々さん、吉田 叶和子さん

• アントレプレナーシップ事業について
大仁田 香織 氏（ビジネスコミュニケーション学科 助教）



来場者アンケート① 聴講者属性と満足度

6

聴講者の年齢層
聴講者の性別

聴講者のお住い・勤務場所 全体の満足度



来場者アンケート② 講演の部
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講演の部の満足度

• 活動が具体的でわかりやすかった

• 活動、人材育成について参考になりました。

• 主体的に、繰り返しの協議によって「あるべき姿」に近づけていくと

いう企業活動そのものが、地域課題の解決や地域と共に生きることに

も役立っていることがよくわかった。世代別のポジションマップもあ

って、しっかり網羅しようということは大いに参考にしたい。

• 企業間の支え合い、つながりの大切さを再確認できた。

• 民間企業が地域貢献を含めて、行政や学校とコミュニケーションを重

ねながら、着実に活動している内容について知ることができた。

• 企業価値を高める地域貢献のやり方が参考になった。

• 本業の傍ら地域活性化に多いに貢献してる

• 今まで知らなかった企業の取り組みを知ることができたから

• 具体的な活動状況や取り組み方を伺うことができた



来場者アンケート③ 福島高専研究発表の部
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• どの発表も、聞きごたえがあり良かった

• 研究内容の細かさや成果は評価できる。緊張していたせいか、スピーチに

聞きづらいとこが少しあった

• どの発表も素晴らしく今後更なる進展が期待できる

• 地域課題への様々なアプローチと、学生の実践的教育環境の進化に驚かさ

れた。職業人としての協業、地域人としての協力金、高専OBとしての支援

様々な状況下で密接に関わって行きたいと思わされた。

• 今の高専の活動が刺激的で分かりやすかった。

• どれも興味深く、アイデアも素晴らしくプレゼンテーションも上手であっ

た。

• 学生の発表の場が設けられている所、地元の学校について、教育方針や活

動を知る事が出来た。これからの学生の将来の可能性に希望がもてた。

• 若い方の考えを知れて良かった。

• 起業家育成の思想がためになった。

• アントレプレナー教育の実態を知ることが出来た。

• 入学を希望している学校の講演会でしたので、学生のみなさんがどのよう

な活動をしているのか、興味があり参加しました。とても素晴らしい研究

発表を聞き、より受験勉強の励みになりました。

• 自身の関心事とは異なる発表もあったが、学生の方々の一所懸命さが感じ

られ、また、勉強になった

福島高専研究発表の部の満足度



来場者アンケート④ 関心をもつこと

9

聴講者が関心をもつ産業

聴講者が関心をもつ地域課題
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広報：講演会チラシ

• いわき市内の福島民報、福島民友、日経新聞に折り込み
（５万部）

• いわき商工会議所、いわき産業創造館、市内公民館、支
所、市役所などにチラシを設置

• 市HP、市SNS（facebook、X、LINE）で広報
• いわき商工会議所会員、ICSN会員、IBV協議会会員等に

メール案内
• FMいわき番組内にて紹介
• YouTubeチャンネルにて広報動画



広報：Facebookページ
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広報：YouTubeチャンネル
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• 講演会の模様を、全体を収録した「統合版」
と各部を分けた「分割版」で、期間限定で公
開（2023年12月30日～2024年1月31日）



まとめ

• 講演会には約130名が聴講、年末年始の動画再生回数は169回。

• 一般社団法人茨城ワクドキクラブ理事でトヨタモビリティパーツ株式会社茨
城支社長の久松博之氏から、企業が地域で行う人財育成について講演。

• また、福島高専の芥川副校長から学校紹介、大仁田助教からアントレプレナ
ーシップ事業について、学生からは日ごろの研究とパネル展を実施。

• 聴講者からは、企業間の連携や学生の研究成果が好評であった。

• 次年度以降は、より産学官連携に繋がる取り組みを行いたい



以上、報告を終わります


